
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

重 柒燐(kasane shichirin)

ウロボロス
ウロボロス

医者

19

無知

天涯孤独

自傷

逃走

♀

49

恩人

2
2
4
0

0
0
0
1

0
0
0
0

2
2
4
1

28
8
8
13
26

9
2

成り代わり 体 学問1 4 1

　　 0

0 0

変異種

思い出の一品

2

ワーディング

リザレクト

灰:痛みの極光

虚:ハイブリーディング

黒:拡散する世界

白:さらなる力

紫:妖精の手

裏切りの真名

巨人の影

パーフェクトイミテイト

クイックダッシュ

シャドウダイバー

イージーフェイカー:擬態の仮面

★

0

8

1

1

1

1

5

1

1

1

★

★

-

1d10

7

8

12

7

5

4d

3

3

4

2

オート

気絶時

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

120%↑

120%↑

100%↑

80%↑

120%↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

キャラ設定
生まれたとき(人間だった頃)から周りの■を奪う能力が暴走し続け、周囲の人間が次々と死んでいった(裏切りの真名)。最初は彼女を産んだ母親。次に男一人で彼
女を育てた父親。生まれたときから一緒だった親友。孤児院の仲間たち。彼女が絆を育んで幸せになった頃を見計らうように、周囲の人間は衰弱死していった。
それと反比例するように増えていったのは、自分のそこに溜まる昏いどんよりとした得体の知れない重みだった(巨人の力→パワーソース:デーモン)。莫大な力を
感じさせるそれは、一方で自分には使えない何の役にも立たないもので、それどころか腹の内にダイナマイトが仕込まれているような不快感だけが募っていた。
こんな疫病神の様な力なんていらない。こんな不幸を引き起こす自分は死んでしまえ。そう願うのは当たり前だったのかもしれない。そして、彼女の願いは準精
霊となった今叶えられているのかもしれない。正体不明であった力は疑似天使という形に落とし込まれ、使えば大きすぎる代償を伴う。ただ次に彼女を襲ったの
は無数の暴力だった。準精霊としては無能すぎる能力、何もない自分。そんな彼女は第十領域の修羅の世界を生き延びるには、逃げ回るしかなかった。そしてボ
ロボロになりながら隠れ潜んでいた時に、手をさしのべたのが冠城錵であった。甘い誘惑に柒燐は簡単に堕ちた。依存した。初めて会った、自分のせいで失う心配
の無い大切にしてくれる人。どんな風に思われても良い。自分を大切にして、守ってくれる人なら。だからこそ錵がいなくなった時の絶望は柒燐を壊しかけた。そ
れでも立ち上がれた。それは錵が残した手がかりとお守りがあるから。まだ終わっていない。もう一度、あの甘い幸せに浸かれるように、そう願って彼女は歩み
出す。
それから柒燐は次々と準精霊の身体を借り、潜伏しながら情報を集め、さらに少しずつ力を掠め取っていった。そういった力を暴走(痛みの極光)させられれば、人
形遣いを倒せると信じて。

お守り(Rアジャスター)：霊力を吸い取るカケラ。必要以上の霊力が放出されようとした時カケラが勝手に吸い取って近くの精霊(ほぼ持ち主)に帰っていく。普通
に放つと全ての霊力を放出しきってしまう痛みの極光の出力を強制的に抑え、何発も打てるようにしている。

・第七霊属
擬似天使:王位簒奪(キングキリング)
種別:白兵　技能:<白兵>
命中:0 攻撃力:0
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